




　PMD 児の脊柱変形には歩行期間中からすでに注意深い観察が必要であり、起

立あるいは歩行能力の維持が変形発生の阻止に大きな影響をおよぼすと考えら

れるので、起立台利用の再検討を試みた。起立および歩行可能な D 型男子 17

名 6～12 才を対象とした。


